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1．本稿の目的
　現在、スペイン語圏では、3系列の聞き手に対する主語人称代名詞が使
用されている。親称のtU，vosと尊称のusted、及びその複数形である1）。た
だし、vosを使用する地域はtUを使用する地域に比べて限定的である。以
下、tU，vos，ustedといった聞き手を表す主語人称代名詞を、待遇代名詞、
あるいは、単に呼称（代名詞）と呼ぶことにする。
　スペイン語の待遇代名詞に関しては、今まで、VOSを使うか否か、ある
いは、VOSの活用形はいかなるものか、という点に重点がかかりすぎてき
たように思う。そのため、二つの親称（tU，vos）がどのように使い分けら
れているのか、Brown＆Gilman（1960）の提唱した、「カ（poder）」と「連
帯（solidaridad）」以外のどういう要素が代名詞選択に関わっているのか
といった研究が等閑視されてきたきらいがあるように思う。また、国や地
域ごとの待遇代名詞の研究は多いが、それらがどういった観点から統一し
た説明が可能なのか、という視点からの考察は少なかった。
　この小論では、主に、以下の2点に関して私見を述べたい。
　スペイン語圏における呼称体系を、VOSを使用するか否かという観
点ではなく、親称・尊称の2系列の呼称を持つ体系（tUとusted、あ
るいはvosとusted）と3系列の呼称を持つ体系（td，vos，usted）
に分けて考察した方が、機能的な観点からするとより効果的である2）。
これは、2系列の待遇代名詞は、2項対立的な表現方法（親⇔疎、
con且anza⇔fomalidad）をもち、3系列の待遇代名詞は、＜親＞のグレー
ドを2段階に分けた3段階の表現方法（親密一信頼⇔疎遠、intimidad－
confianza⇔formalidad）をもつからである。
1）複数形はvosotrosとustedes。ただし、vosotrosはスペインでのみ用いられて、
　中南米では用いられない。中南米では、複数における親称・尊称の区別は中和さ
　れる。
2）　2系列、3系列の待遇代名詞体系の他に、4系列と呼べるような地域も指摘で
　きる。
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　3系列の呼称体系においては、親疎関係に関して3段階の表現方法をも
つこと以外にも、2系列の呼称を持つ地域では見られない様々な特徴があ
る。ここでは、今まであまり注目されてこなかった、呼称とジェンダーの
問題を中心に、3系列の呼称体系を考察する。
H、2系列の呼称を持つ地域、3系列の呼称を持つ地域3）
1．　tU，vos，usted
　2系列の待遇代名詞のタイプは、tdとustedを使用する地域（1）と、
vosとustedを使用する地域（2）の二つがある。国単位で非常に大雑把
に分けると、（1）にはスペイン、メキシコ4）、キューバ、プエルトリコ、
ベネズエラ5）、ペルー6）、などが含まれる。（2）にはアルゼンチン、パラグ
ァイ、ウルグアイの一部7）が含まれる。3系列の待遇代名詞（tU，vos，
usted）を持っ地域には、チリ、ボリビア、コロンビア、及びコスタリカ、
グアテマラ、ニカラグワなどの中米諸国が含まれる。ただし、口語に限る
と、中米（パナマを除く）では親称としてのVOSの使用が一般的であり、
3）vosの使用を国単位でみると、国全体で使用されている場合（①）と、特定の
地域でのみ使用されている場合（②）の二つが考えれる。Urdaneta（1981：147）は、
①をvoseonaciona1と呼び、グアテマラ、エルサルバドル、ホンジュラス、ニカ
　ラグア、コスタリカ、ボリビア、アルゼンチン、ウルグワイ、パラグアイ、チリ
　を挙げている。また、②をvoseoregionalと呼び、メキシコ、パナマ、コロンビア、
　ベネズエラ、ペルーを上げている。パナマ、ベネズエラのようなvoseoregiona1
　では、VOSの使用が後退傾向にある。
4）メキシコのチアパス州、タバスコ州ではVOSの使用が見られる。しかし、メキ
　シコ全体としては、t丘の使用が一般的である。
5）ベネズエラの西部には、vosの使用頻度が高い地域がある。しかし、ベネズエ
　ラ全体としてみるとtuteoが優勢である。
6）ペルーにもvoseoは存在するが、それほど一般的ではない。
7）ウルグワイは特殊である。vos－ustedを使用する2系列の地域、tU－ustedを
　使用する2系列の地域、t丘一vos－ustedの3系列を使用する地域の三つがある。
　ただし、tU－ustedの2系列の話者は少なく、vos－ustedの2系列の使用が多い。
　vosは、教育の場や書き言葉では避けられる傾向がある（Ste価n，2010：107）。
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むしろ、（2）に含まれるとみなすことも可能である8）。
　先に述べたように、上述の区別は非常に大雑把なものであり、当然、方
言差・個人差がある。実際の使用はこのように国ごとに割り切れるほど単
純なものではない。従って、以下例として国に言及する場合には、その国
の中で、該当呼称を使用する地域（人々）という意味で用いることにする。
2．su　merced（sumerc6）
　スペイン語圏では、上述したように、2系列、あるいは3系列の呼称を
もっ。しかし、地域は極めて限定されるが、四つ目の代名詞が存在する地
域がある。コロンビア、エクアドルでは、tU，vos，ustedの他に、四つ目の
人称代名詞su　merced（sumerc6）を持つとされる9）。sumerc6はカップル
や信頼関係のある問柄で、また職場では教師のように対等のランクの同僚
のあいだで用いられ、愛情（afecto）や親密さを表すとされる。Hummel
M（2010a：299）によると、ドミニカ共和国でもsu　mercedが使われる。
ただし、ドミニカでは、vosは用いられないので、tU，sumerced，usted
の三っの呼称という非常に珍しいタイプの呼称体系となる10）。
3．1系列の呼称
非常に限定された地域ではあるが、ほとんどustedしか用いられないよ
うな地域もある。たとえば、ベネズエラのアンデス地方ではustedがほ
8）書き言葉になると、vosの使用は不適切で無教養と考えられている。Carrasco
　Santana，A．では、例として、コスタリカ、ニカラグアが挙げられている（p．52，p，58）。
9）Placencia，M．E（2010）。su　mercedに関する説明は同書より引用。Su　merced
　を代名詞と考えるか、単なる名詞的表現と考えるか、解釈に揺れがある。チリで
　もかなりの年配者が尊敬を表すためにustedの代わりにsu　mercedを使うことが
　ある（Carricaburo，1997：35）。
10）　ドミニカのsu　mercedには三つのタイプがあるという。力関係が劣位の者から
　優位の者に対して使われるアシンメトリーな用法（A）、深い尊敬を表すために
　compadre同士がシンメトリーに使う用法（B）、親友同士がシンメトリーに用い
　る用法（C）の三っである。Aはustedと共起し、動詞は三人称。Bはusted・tU
　のどちらとも共起可能で、Cはtdと共起する。動詞はそれぞれ共起する主語に従う。
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ぼ唯一の呼称という指摘がある（Alvarez　Muro／Freites　Barros，2010：331－
332，Carricaburo，2010）。Ustedのみを使用する人にとっては、親称と尊
称の区別がない。ただし、上の階層や若者の間ではtUが広がっていると
いう指摘もある。
皿．3系列の呼称における動詞との対応関係（本来型とハイブリッド型）
　tU，vos，ustedは、それぞれ固有の動詞活用形を持つ11）。ただし、親称の
二つの代名詞tUとvosには、活用形が交錯する現象がある。例えば、ウ
ルグアイの首都モンテビデオでは、「主語vosに対してvosの活用形（V
＋V）」、「主語tUに対してtUの活用形」という本来の結合以外に、「主語
tdに対しvosの活用形（T＋V）」というハイブリッド型の結合がある。同
一の会話の場における同一の対話者に対して、複数の呼称が交代して用い
られる場合がある。Ste仔en（2010b：457）によると、本来型のV＋Vとハ
イブリッド型のT＋Vはしばしば交代するという。
　チリでもハイブリッド型が存在する。ウルグアイと同様に、「主語t政に
対してvosの活用形（T＋V）」のタイプがある。これは、特にサンチアゴ
の教養ある若者（大学生など12））の間で多く用いられ、信頼や近しさを表
現するのに最も好まれる形式である13）。本来型のt丘はやや距離がある感じ
がする、という。ちなみにこのハイブリッド型のVOSの使用者が本来の
voseo（vos＋vosの活用形）を用いるのは、怒り、軽蔑、侮辱などの強い
負の感情を表出するときである（Torrel6n，2010a：423）。
　ボリビアの首都ラパスを含むコヤ（Colla）方言では、ウルグァイや
11）ただし、vosの場合は、すべての法と時制で固有の活用形があるわけではない。
　tUの活用形と同形のこともある。
12）子供も用いる。筆者の経験によると、中産階級の子弟が通う小学校でも友達
　同士でこのvoseocultoがよく用いられていた。
13）voseo　culto（教養あるvosの使用）とも呼ばれ、本来のvosの使用（vos＋vos
　の活用形）とは区別される。本来のvoseoは主に下の階層の人々に使用される。
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チリのハイブリッド型とは逆のハイブリッド型「VOS＋tUの活用形（VOS
tienes）」が存在する。コスタリカでも、vos本来の活用形のほかに、「vos
＋tUの活用形」が存在するという（Mos飢2010）。グアテマラでは、vos
llamas（V＋T），tU　llamas（T＋V）という二つのハイブリッド型が存在
するという指摘があるが、詳細については触れられていない（Hummel，
2010a）。
IV．待遇代名詞の機能
1．T／V代名詞とBrown＆Gilmanモデル、その他
　2系列の呼称は、「親称（t丘あるいはvos）／尊称（usted）」のシンプ
ルな2項対立（T／V）となる。この問題を取り上げた先駆的な研究と
して、Brown＆Gilman（1960）があげられる。彼らの提唱した、「連帯
（solidaridad）」と「カ（poder）」という枠組みは、現在でも有効性を失っ
ていない。相互的に親称td、あるいはvosを用いる場合には、「連帯（親
密）」関係を表し、相互に敬称のustedを用いる場合には、「非連帯（疎
遠）」関係が表現される。反対に、一方がtU、他方がustedを用いる非対
称的な待遇関係においては、ヒエラルキー上の「カ（上下）」関係が表さ
れる。このようなバイナリーな呼称体系は、二つの軸で表現することがで
きる。一方は、「連帯」の横軸であり、＜親密＞からく疎遠＞へと移行す
る。もう一方は、「カ」の縦軸であり、＜劣位＞からく優位＞に移行する。
　Brown＆Gi㎞anが提唱した社会言語学的な「連帯（solidaridad）」と
「力（poder）」という枠組みに対して、尊敬・尊重（respeto）と信頼
（con且anza）といった社会心理学的な要因をより重視しようという見
解や、語用論の立場からポライトネスの表現手段として捉えようとする
考え方もある。これら三つの捉え方は、対立するものではなく相互に補
い合うものである。滝浦（2008）が「距離」をキーワードにして、呼
称とポライトネスを捉えようとしたように、連帯（solidaridad）、信頼
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（con飴nza）、接近（acercamiento）は関連しており、力（poder）、尊敬・
尊重（respeto）、疎遠（distanciamiento）は関連している14）。
2．親称、または尊称を選択する要素
　親称を用いるか、尊称を用いるかに関わる要素としては、個人的な属性
（年齢、学歴、性別）や、社会的な要素（社会的地位、階層、都会か地方
か）、人間関係（知り合いか初対面か、信頼関係にあるかないか、尊敬を
表現するかどうか）、会話の場（フォーマルな場か、気楽な場か）などが
挙げられる。
　一般的に以下の傾向がある。初対面の人に対しては、敬称を使う傾向が
ある。話しかける相手が年長者であれば、敬称を使う傾向が強い。話す当
人が若者ならばより親称を使い、年配者であればより尊称を使用する。年
齢はかなり大きな要素であり、親子や親戚、友達でも、年上に対して敬称
を使うことがある15）。自分より社会的地位や階層が上の人に対しては敬称
を使う傾向がある。学歴が高い人の方が、親称で呼びかけたり呼びかけら
れたりすることに対して抵抗が少ない。都市部の方が地方より親称を使う
傾向がある。性別は、他の要因に比べると傾向が表れにくいが、どちらか
というと女性の方が尊称を使う傾向にある16）。人間関係は、個人の属性に
も増して重要な要因であり、相互に信頼関係（con且anza）があれば親称
を用いる傾向が強く、また尊重の気持ちを表現する場合には、たとえ兄弟
でも尊称を用いることもある17）。
14）また、Brown／Gilmanモデルに対しては、コロンビア（ボゴタ）を例に、以下
　のような疑問が提出されている。1）同一の呼称（usted）が連帯としても非連
　帯としても用いられている。2）親称のtdは必ずしも連帯を表さない。＜親＞
　であるが少し距離がある関係で用いられる。3）話者によって呼称のレパート
　リーに差がある。ある話者は、三つのカテゴリー（非連帯のusted－tU一連帯
　のusted）、他の話者は四つのカテゴリー（非連帯のusted－td一連帯のusted－
　sumerced）を使い分けている（Placencia，2010）。
15）例えば、グアテマラ、パナマ（Carrasco：56，59）。
16）例えば、Alvarez　Muro（2010：331）ではベネズエラの例が挙げられている。
17）　Placencia，2010：351－352。
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　上述の傾向は一般的なもので、地域によってT／V（親称／敬称）選択
の傾向には当然違いがある。例えば、スペイン（特に都市部）、メキシコ
（特に都市部）、アルゼンチンでは、他の地域と比較して、親称が尊称よ
りもずっと好まれる。たとえば、Carrasco　Santanaは、「tuteoは今日のス
ペインで標準と言ってもよく、親子の間での非対称使用は完全に失われて
いる」と述べている（p．41）。
　コミュニケーションの場がフォーマルか否かといった要因に関しても
地域差がある。コスタリカは他の地域と比べて、コミュニケーションの
場に依存する度合いが強く、通常VOSで呼び合う親しい関係でも、フォー
マルな場においてはustedが用いられる（CarrascoSantana：53）。チリも
同様で、普段親称を使っていても、会議や会合の場では、ustedに変わ
る（Carriacaburo，1997）。一方、スペインにおいては、フォーマルな場
で、親しい間柄がustedを使用する傾向はずっと限られている（Carrasco
Santana：53）。当然、個人差もある。信頼関係を重視するのか、尊重の感
情を重視するかは、個人の性格も大きい18）。
　さらに、「力（poder）」の軸に関していえば、互いに尊称、あるいは親
称で呼び合うシンメトリーな関係か、一方が尊称で他方が親称というアシ
ンメトリーな関係か、という問題がある。スペイン、アルゼンチン、パラ
グアイでは、互いに尊称、あるいは親称で呼び合う傾向が強い。中でもス
ペインでは、話者間の距離がより近く対等になる傾向が顕著であり、互い
にtUで呼び合うシンメトリーな関係が優勢である（Carricaburo，1997）。
アルゼンチンも同様であり、ustedよりも親称のvosが好まれ、シンメ
トリーな関係が非シンメトリーな関係よりもずっと好まれる。っまり、
solidaridad（連帯）の感覚のほうがpoder（カ）の感覚に優先する。反対
に、poder（カ）に関して、一方が優位、他方が劣位というアシンメトリー
18）コロンビアのテレビドラマ（telenovela）で、義理の妹に対して、義理の兄弟の
　一人はusted、もう一人はtdを使っていた。tUを使えばいいじゃないか、という
　声に対して、ustedを使っていた義理の兄は、彼女をrespetar（尊重）しているか
　らだ、と答えていた。
　　　　　　　　　　　　　　　一22一
スペイン語圏における3系列の待遇人称代名詞体系とその機能
な関係を重視する地域もある。スペインに比べると、中南米（アルゼンチ
ン、パラグアイを除く）は押しなべてアシンメトリーな傾向が強い。特
に、年齢に関して上下の関係を強く反映する傾向がある19）。家族内でも、
祖父母に対してustedを使ったり、両親に対してustedを使うこともある。
V、3系列の呼称の機能
1．二つの親称
　バイナリーな呼称体系は、二つの軸に関係している。一方は、＜親疎＞
（連帯一非連帯）の軸であり、もう一つは、＜上下＞の軸である。
　トリナリーな呼称体系（tU，vos，usted）においては、そもそもT（親称）
／V（尊称）という単純な2項対立に還元することはできず、tUとvosは
尊称のustedに対してどちらも親称に分類される。親称の二つの代名詞t丘
とVOSの差異はあるのだろうか。
　まず、tUとvosの使用の区別があいまいで、基本的にtUとvosの機能
の差はない、と考える研究者もいる。Fontanella　de　Weinberg（1999：1403－
1404）によれば、tUは教養がある人々に好まれ、きちんとした文脈で用い
られやすい、VOSは社会文化的なレベルが低い階層でより好まれ、またく
だけた場面で用いられる、といった違いはあるものの、両者は比較的容易
に交代し、機能の差はない、としている。例えば、チリ、ボリビア、ペルー
南部、エクアドルの一部、コロンビアの大部分がこうした地域として挙げ
られている20）。
　しかし、tUとvosの間には、ustedとt丘あるいは、ustedとvos間にお
けるような明確な差異はないかもしれないが、ニュアンスの差は確かに
19）メキシコのテレビドラマで、義理の母親に対してustedを使ったところ、義
　理の母親が、「tdで呼んで頂戴、ustedで呼ばれると年寄りの気がするから」と
　答えていた。
20）ただし、後に述べるように、ウルグアイに関してだけは、tU（confianza）と
　vos（intimidad）の違いを認めている。
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存在するようである。たとえば、ボリビアのColla方言におけるtUとvos
の違いについて話者に質問すると、大部分の話者は、違いはない、と答え
る。しかし、強いて違いを挙げてもらうと、VOSの方がより口語的でもっ
と親密でもっと軽口（despectivo）のニュアンスがあると答える、という
（Humme12010c：404）。
　エルサルバドルに関しても同様で、tUを容認する話者にとっては、
フォーマルさにおいて、tUはvosとustedの中間にある。vosほどの信頼
関係con勉anzaがない時の親しさamistadを意味する（Mose葛2010）。
　Stegen（2010b）、Carricaburo（1997）、Fontanella　de　Weinberg（1999）
も、ウルグアイのスペイン語に関して、親密さの度合いに応じて、「親密
（intimidad）のvos一信頼（conHanza）のtU一フォーマルなusted」と、
3段階のグレードを認めている。また、ウルグアイには、「主語tU＋vos
の活用形」というハイブリッド型が存在する。これを代名詞系列の一部と
考えると、親密の度合いは以下の4段階になるという：純血型のvos（V
＋V）一ハイブリッド型のvos（T＋V）一純血型のtU（T＋T）一usted
（StefFen，2010b）。
　3系列の呼称を持つチリに関しても同様の指摘がある。tuteoは信頼度
やフォーマルさにおいてvoseoとustedeoの間にあり、そこまで親密では
ないが信頼があり、中程度のフォーマルさ（formalidad）として使われる
（Carricaburo，1997）。
　つまり、尊称のustedに対して二つの親称（tdとvos）が存在する場合
には、ustedの対極にある親密のvosに対して、tUは両者の中問（親しい
がそこまで親密ではない）関係の場合に使用されることが分かる21）。
21）コロンビアの場合は特殊である。尊称のustedに対して、二つの親称を持つが、
　一つはtUであり、もう一つは信頼（連帯）のustedである。ustedは連帯も非
　連帯も表現できる。tUは必ずしも連帯を表さない。t丘は親密だがちょっと距離
　がある場合に用いられる。つまり、形式としては二種類だが、三段階の親密さ
　やフォーマルさを表現する方法がある：usted（solidaridad）→td→usted（no
　solidaridad）となる（Placencia，2010）。これは、vos→t丘→ustedの三段階とちょ
　うど呼応している。
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2．呼称代名詞とジェンダー
　ここでは、今まであまり注目されてこなかった、呼称とジェンダーの問
題を中心に、2系列、3系列の呼称体系を考察してみたい。
　2系列の呼称代名詞をもつ場合には、性の違いがあまり問題にならない
ところもある22）。ただし、女性の方が男性よりもustedを使う傾向にあり、
男性に対してよりも女性に対してtdを使い易い、という指摘はある。こ
れは、男性よりも女性の方が社会的地位が低い、といった社会言語学的
理由に起因していると思われる。例えば、Carricaburo（1997：22）はプエ
ルトリコの例を挙げ、以下のように指摘している。男女間で先にイニシ
アティブをとってtdを使うのは、男性である。女性は同姓間の連帯の意
識が男性よりも強く、男性よりも相互にtUを使う事が多い。男性は家族
内の構成員に対して、女性であればtU、男性であればustedを使う傾向
にある。例えば、祖父は女の孫にはtd、男の孫にはustedを使う、義父
は義理の娘にはtUで、義理の息子には、ustedを使うというように。ま
た、例えば、グワダラハラ（メキシコ）の場合、男性は、父親にはusted
だが、母親にはtU、祖父にはustedだが、祖母にはtU、叔父にはusted
だが叔母にはtUを使う、というアンケート調査がある（Leonor　Orozco，
2010）。これは、インフォーマントが父親や祖父、叔父に対しては、尊敬
（respeto）の表れとしてustedを使用し、母親や祖母の方にはより親密な
感情（conHanza）を抱いているので、tUを使用している例である。教育
水準が低い層では、家族の中ではっきりとしたジェンダーヒエラルキー
が存在する場合もある。チリの例で、夫は妻に対してVOSを使い、妻は夫
に対してustedを使う、親は子供に対してvosを使い、子どもは親に対し
てustedを使う場合がある。同様なことは、エクアドルやコロンビア（ボ
ゴタ）、エルサルバドルでも指摘されている（Carrasco　Santana：55）。エク
アドルの例で、インディオの男性は、兄弟にはusted、姉妹にはvosのこ
とがある。親は子供にustedを使うが、家族によっては、母親は子どもに
22）例えば、メキシコ、アルゼンチン（Carricaburo，1997：23，25）等。
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usted、父親はtUのところもある（Placencia，2010）。
　上述の例は、ジェンダーにおける社会的地位の異なりが、選択する呼称
を変化させる例である。これに対して、3系列の呼称体系では、親称の代
名詞（tU，vos）そのものが、使用者のある種の特徴（性、出身、階層）
を想起させる働きをする場合がある。例えば、コロンビアでは、tUを使
用する人は、金持ちであり、カがあり、上の階層に属すると判断される。
また、tUとvosは話しことば、書きことばでは異なる評価を受ける。例
えば、コスタリカにおいて、tUは、話しことはではネガティブな評価（女
性的、気取っている）を受ける。しかし、書き言葉では、権威がある教
養語である。vosは書き言葉では不適切と考えられている（Carricaburo，
1997）。
　親称とジェンダーをめぐる興味深い現象に、以下のようなものがある。
例えばベネズエラでは、女性の方がtUを使う傾向がある。tUの使用は女っ
ぽく感じられるので、男性はtUを避けて、同年輩の男や年下に対しては
vosを使う。年上と、同年輩の女性に関してはustedを使う（Carricaburo，
1997：42）。コスタリカでは、vosが一般的であり、tdの使用は外国ルーツ、
ペザンチック、あるいは、女性的で気取っていると思われるので、男性か
らは忌避される（Paez　Urdaneta，1981）。グアテマラでも、tUは男性より
女性に好まれる。男性同士で話す時は、vosを用いる。tUは、女性的で、
ホモのシンボル的なニュアンスすらある。男性が女性に対する時は、どち
らも使える。男女の若者が知り合ったとき、女性はusted、男性は、tUか
vosを使う。男性のみがvosを相互に使う。女性はustedかtdを相互に使
う。女性がVOSを使うと、品がなく女性的ではない感じがする。若い恋人
同士で2人だけの時に女性がvosを使っていても、だれかが来るとtUに
変わる。男性はustedからvosに直接移行するが、女性は、usted，tU，
vosと信頼度に従って3段階に変化する（carricaburo，1997：43）。コロン
ビアでも、男は女性に比べるとtUを使うことがずっと少ない。特に男に
対しては少ない。気取った話し方をする、といった否定的な評価を受ける
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（Placencia，2010）。
　マラカイボ（ベネズエラ）では、上流クラスではtUがよく使われる。
他の階層でも徐々に広まりつつある。tUを使うのは自分を上品に見せた
いためである。ただし、活用に失敗すると失笑を買う。あるいは、usted
もvosも使いたくない時に使われる。この場合は、tUはややformalな感
じがする。女性は男性よりもt丘を使う傾向がある。tUは女性的な感じが
あるので男性は使わない（Paez　Urdaneta，1981）。
　上記の例は、すべて、性によって使用する親称の人称代名詞が異なる例
である。共通しているのは、男性はvosを好み、tUを避ける傾向にあると
いうことである。特に男性同士で話す時にその傾向が著しい。tUが避け
られる理由として、t丘の使用は女性的である、ホモセクシュアルな感じ、
気取った感じがする、という指摘がある。反対に女性は、VOSを避ける傾
向にある。女性がVOSを使うと、粗野で品がなく女性的ではない感じがす
る。女性は基本的に、尊称のustedと親称のtU（あるいは親称のusted）
を使い、男性は、基本的に、尊称のustedと親称のvosを使う。っまり、
ジェンダーによって、無標の親称が異なるという興味深い現象が起きてい
る23）。
3．呼称と社会的階層
　社会的階層によって、親称が好まれるか、敬称が好まれるかは、2系列
の呼称の場合にも現れる。先に述べたように、一般的にいって、社会階層
が高い、あるいは教養のある人々の方が、親称に対する抵抗感が少なく、
社会階層や学歴が低い人々の方が、敬称を使用する傾向が強い。これは、
社会階層が高い方が、社会、文化等に関して、リベラルであり、＜連帯＞
23）ボゴタ（コロンビア）の大学生を調査した例は興味深い。Bartes（2004）は、
　大学生を調査した結果、以下のように結論づけている。女性は二っの待遇代名詞
　形式（信頼のtdと尊敬のusted）を使う。男は、形式的には同じ二つだが、三っ
　の機能を使い分ける。っまり、信頼のusted、尊敬のusted、その中問のt丘の三っ
　である。同年代の仲間の場合、男は男に対して信頼のustedを使う、女に対して
　はtUを使う（Placencia，2010：352）。
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の感覚が強く、低い階層のほうが保守的であり、＜カ＞の軸に力点を置く
ことに関係している24）。
　3系列の呼称体系の場合には、特定の代名詞の使用そのものが、使用者
の社会的ステータスを鮮明に表すと感じられる場合がある。ボゴタ（コ
ロンビア）では、tUは中流や下層階級ではほとんど聞かれず、上の階層
で使われる。従って、tdを使用する人は、金持ちであり、上流階層の人
と感じられる（Carricaburo，1997，Placencia，2010）。Vbsの使用が一般的
なエルサルバドルでは、tUは奇異な感じがする。tUを使う人は、上流志
向であり、気取っている、VOSを使う人とは違っていることを見せつける
感じがするという。しかし、書くときには、vosではなくtUを使うとい
う25）。
　tUに対するこのような見方は、新大陸にもたらされた待遇代名詞の歴
史によっていると考えられる。新大陸を征服したスペイン人は尊称と親称
vosの使用をもたらした。tUと競合しなかったので、vosはかなり広範囲
な意味範囲をカバーした。パワーの軸に関して上位の者から下位の者に用
いられる権威を表すVOS、逆に敬意を表す下から上に対するVOS、同等の
者に対してフォーマルあるいはインフォーマルなVOSがあった26）。
　16世紀前半に植民地化されたメキシコやペルーでは、イベリア半島で
広まっていたtUの使用を急速に取り入れ、vosが廃れ、tUが広がっていっ
た。一方、中央アメリカ等では、社会経済的理由やイベリア半島との交流
が少なかった等の事情で、tdの使用を取り入れなかった。当時の上流階
級は、スペインの貴族制度に統合されていて、彼らの使用する半島風のス
ペイン語を下の階層はまねようとした。中央アメリカで、tUの使用はvos
に比べると女性的で気取って感じられる、というのは、アメリカではtd
24）MorenoFemandez（1986）はスペインの田舎を調査対象とした。社会階層
　が低い層は、保守的な使用に傾き、poderの軸に重点があるという（Calder6n
　Camos／Medina　Morales，2010）。
25）　Jacintario
26）　P6ez　Urdaneta，1981：64
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がもともと上流の人々が使用するスペイン由来の待遇表現だったことに起
因すると考えられる。
VI．結び
　2系列の呼称体系は、一つの親称と一つの尊称を持つ。使用者は共
話者との関係に従って、親称、尊称の二つの呼称（tUとusted／vosと
usted）を使い分けることになる。一方、3系列の呼称体系においては二
つの親称（vosとtU）が存在する。両者の差は、＜親密intimidadのvos＞
に対してのく信頼con飴nzaのtU＞という点に求められる。ただし、二つ
の親称の差は、親称と尊称間の対立ほど明確なものではなく、両者の差異
はあいまいなものになったり、ハイブリッド型が存在したり、相互の交代
が起こったりする。また、必ずしもすべての話者が二つの親称を同等に扱
い、共話者との人間関係に応じて一方を選択するわけではない。特にtd
の使用に関しては偏向がみられる。一般的に言って、男性はVOSを好み、
tdを女性的だとして避ける傾向がある。女性は逆にvosを避ける傾向が
ある。また主に、tUは社会的に上の階級で使用され、vosは下の階級で使
用される、という特徴がある。
　3系列の呼称におけるvosは主に口語でのみ使用され、tUやustedと異
なり規範性が弱い。今後社会が変化していく中で、3系列の呼称体系やそ
の機能がどのように変化していくのか興味深いものがある。
　最後に、考察の過程で以下の二っの問題点が浮かびあがってきた。現時
点では、資料が少なくこれ以上論じることはできないが、今後の課題とし
て指摘しておきたい。
インフォーマルなusted
　ustedは尊称であり、相互に用いられる場合には互いの距離感（疎遠）
を表し、非相互的（一方がusted、他方が親称）に用いられる場合には、
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ustedを使う側のヒエラルキー上の劣性を表す。ところが、グワテマラ、
エルサルバドル、コスタリカ、ベネズエラ、ボリビア、コロンビア等では、
敬称のusted（非連帯のusted）の他に、親称のusted（連帯のusted・信
頼のusted）が存在する。つまり、ustedは敬称であると同時に親称でも
あるという特異な機能を有する。従って、初対面や目上の人に対しても、
また、家族や友人に対してもustedを用いることができる。
　インフォーマルなustedについては、二つのタイプがあるように思わ
れる。一つは、グアテマラ、エルサルバドルのように、親密だがヒエラ
ルキーのある関係（父と子等）で用いられる場合（Mosq2010）。もう
一つは、コスタリカ、ベネズエラ（アンデス地方）、ボリビアの北部と東
部、コロンビア（東アンデス地方）のように、ustedがフォーマルからイ
ンフォーマルまでの非常に広い範囲をカバーし、ほぼ唯一の呼称といっ
てもよい場合（Alvarez　Muro，2010，Carrasco　Santana：50，Placencia，2010，
Carricaburo，2010）である。インフォーマルなustedに関しては、おそら
く、この二つの場合を分けて考える必要があるだろう。特に、ほぼすべて
の場合にustedが使えるような使用においては、インフォーマルなusted
が存在するというよりも、むしろ、親称と尊称の対立が無化されている、
と解釈するほうが妥当なように思われる。
流動的な呼称
　待遇表現がリジッドな使用と、流動的な使用がある。リジッドな使用と
は、相互に使用する呼称が一旦選択されると、その関係自体に変化がない
限り、選択された呼称がずっと続く場合である。ほとんどの地域ではこの
リジッドな使用が優勢である。ところが、コロンビアでは、tU，vos，usted
が会話の中で交代する現象がある。代名詞の交代は、コロンビア人話者の
言語行動に深く根づいており、通常の会話のみならず、マスメディア（ラ
ジオ）や、フィクション（映画）でも起こる現象である（MestreMoleno，
2010）。たとえば、コロンビアのポパヤン（Popayan）におけるアンケー
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ト調査において、話者の80％が、同じ会話の場・同じ対話者に対して、
コミュニケーションの状況（接近か疎遠か）に応じて、三つの代名詞を使
い分けると答えている27）。パラグアイでも、tU，vos，ustedの交代が起こ
るという（Stegen，2010a）。この他、ハイブリッド型のvoseoを使用して
いる地域でも、両者間の交代が起こる。モンテビデオ（ウルグアイ）で
は、「vos＋vosの活用形」も、「tU＋vosの活用形」もよく使われ、両者の
交代もよく起こる（Ste漉n，2010b）。チリでも、tuteo（tU＋t丘の活用形）
とvos　mixto　verba1（tU＋vosの活用形）の交代がよく起こる（Torref6n，
2010）。
　これ以外にも呼称の転換が起こる場合がある。例えば、子どもを叱った
りする場面で、親称から尊称に変わる現象はよく知られている。その他、
普段親称を使う相手に対して、親密さや愛情を際立たせる際に、親称から
尊称（usted）への呼称転換が起こる場合がある。例えば、チリ、ベネズ
エラ、コロンビア、キューバ、ウルグアイ、ペルーなどで、通常親称で話
している子供・恋人などに対して、愛情表現の一種として、尊称で呼びか
ける場合がある28）。結局、Mester　Moreno（2010）が指摘するように、「待
遇代名詞のそれぞれには、談話上・社会学上の価値があるが、これらの言
語的価値は、前もって決定されたものではなく、相互のコミュニケーショ
ンの場でそのつど形成されていくもの」である。待遇代名詞の多様な選択
は、相互のコミュニケーションが、「そのつど形成されていく」ものであ
ることの証明である。ただ、その際、選択の自由度が大きいコロンビアの
ような場合と、自由度が少ない場合があるということなのであろう。これ
については、また機会を改めて述べたいと思う。
27）Murillo　Femandez
28）Eguiluz（1962）、Kany（1951）、Marfn（1972）、Sologuren（1954）、高橋（1997）、
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